
生
　
砲
科

復

員
　
　
昭
和
二
十
四
年
七
月
五
日

復
員
後
　
　
学
校
教
員
（
栃
木
県
内
の
小
中
学
校
の
教
員
・

校
長
を
歴
任
）

定
年
退
職
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日

教
育
委
員
会
　
全
抑
協
今
市
支
部
長

（
栃
木
県
　
野
沢
芳
夫
）

思
い
出
　 

栃
木
県
　
宮
崎
正
三
　 

栃
木
県
小
山
市
大
字
中
島
に
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年

三
月
二
十
六
日
に
生
ま
れ
、
家
は
農
業
、
養
蚕
、
結
城
紬
に
て

生
計
を
立
て
て
い
た
。
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
四
月
、
絹
尋

常
高
等
小
学
校
入
校
。
昭
和
十
三
年
三
月
、
同
校
高
等
二
年
卒

業
。
同
年
四
月
、
青
年
学
校
入
校
。
昭
和
十
八
年
三
月
、
青
年

学
校
五
年
卒
業
し
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
一
月
、
徴
用
に
て
日
光
電
気
精
鋼
所
に
て
兵
器

生
産
に
精
を
出
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
、
神
奈
川
県
東
部
八
八
部
隊

に
関
東
地
方
よ
り
現
役
兵
六
百
人
が
集
合
し
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
七
日
、
一
時
よ
り
面
会
が
Ｂ29

の
た
め
五
分
間

に
て
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

十
二
月
三
日
、
同
部
隊
出
発
し
、
横
浜
駅
十
七
時
頃
出
発
い

た
し
ま
し
た
。

十
二
月
五
日
、
早
朝
下
関
に
着
き
、
門
司
へ
行
き
、
松
ヶ
江

兵
舎
に
て
二
泊
し
て
、
門
司
よ
り
日
向
丸
に
乗
船
し
ま
し
た
。

十
二
月
八
日
、
朝
八
時
頃
出
発
し
て
十
七
時
頃
朝
鮮
に
着
い

た
。
妙
覚
寺
に
泊
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
釜
山
を
十
二
月
十
三

日
、
汽
車
に
て
出
発
し
て
、
十
二
月
十
六
日
早
朝
、
新
京
（
長

春
）
に
着
い
た
。

南
嶺
の
七
五
八
〇
部
隊
に
て
通
信
教
育
を
受
け
た
。
毎
日
ト

ン
ツ
ー
ト
ン
ツ
ー
の
教
育
で
し
た
。
一
週
間
に
一
日
教
練
が

あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
四
月
下
旬
、
牡
丹
江
に
行
っ
た
。
七
五
八
〇
部

隊
よ
り
五
十
人
く
ら
い
、
七
五
八
五
部
隊
で
し
た
。

五
月
十
日
頃
、
七
人
が
延
吉
（
間
島
）
に
第
三
軍
の
通
信
と



し
て
行
っ
た
。
八
月
九
日
、
ソ
連
軍
侵
入
に
よ
り
司
令
部
が
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
所
に
移
り
戦
闘
司
令
部
に
し
た
。
中

将
村
上
軍
司
令
官
、
外
に
少
将
が
五
人
い
た
が
、
兵
器
は
無
い

に
等
し
い
く
ら
い
で
し
た
。
間
島
は
七
五
八
五
部
隊
で
、
加
藤

木
敏
雄
隊
長
で
隊
員
発
信
所
と
て
三
十
人
く
ら
い
で
し
た
。

八
月
十
五
日
、
私
が
電
報
配
達
し
た
と
こ
ろ
、
不
明
の
所
が

あ
る
と
来
ま
し
た
。
藤
原
班
長
が
問
い
合
わ
せ
の
と
こ
ろ
、
見

た
ら
関
東
軍
ホ
ー
キ
ス
と
あ
っ
た
。
こ
れ
は
と
思
っ
た
。
四
時

頃
、
大
崎
班
長
と
長
野
同
年
兵
が
来
て
、
戦
争
は
終
わ
っ
た
、

内
地
へ
帰
る
ん
だ
と
言
っ
て
来
た
。
七
時
頃
、
軍
司
令
部
に
白

旗
が
上
が
っ
た
。
十
六
日
、
元
の
司
令
部
に
戻
り
武
装
解
除
さ

れ
た
。

八
月
下
旬
、
三
万
五
千
人
く
ら
い
集
合
し
て
来
た
。
九
月
十

三
日
、
私
達
は
十
一
大
隊
に
て
千
人
で
出
発
し
た
。
行
軍
で
し

た
。
琿
春
、
豆
満
江
を
通
り
、
国
境
を
通
っ
て
ソ
連
へ
、
そ
し

て
日
本
に
帰
る
と
の
事
で
歩
き
ま
し
た
。

九
月
二
十
日
、
ポ
セ
ッ
ト
港
に
着
き
、
小
高
い
所
で
野
営
で

し
た
。
九
月
三
十
日
、
汽
車
に
乗
り
、
十
月
六
日
、
コ
ム
ソ
モ

リ
ス
ク
に
着
い
た
。
七
日
、
八
日
と
歩
い
て
着
い
た
所
が
ホ
ル

モ
リ
ン
の
二
〇
一
分
所
で
し
た
。

約
千
人
の
ゲ
ル
マ
ン
人
が
入
っ
て
い
た
と
い
う
バ
ラ
ッ
ク
の

家
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
作
業
に
入
り
ま
し
た
。
大
工
や
道
路
工

事
や
土
工
や
色
々
の
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
た
。
ホ
ル
モ
リ
ン

に
い
た
時
か
ら
民
主
運
動
が
始
ま
っ
た
。

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
に
移
り
山
仕
事
で
三
級
に
な
り
、
ソ
連
の

カ
ン
ボ
イ
に
松
の
実
を
取
っ
て
や
っ
た
の
が
隊
長
に
知
れ
て
、

二
十
三
年
秋
、
ソ
連
隊
長
と
山
に
何
回
も
松
の
実
取
り
に
二
人

で
行
っ
た
。
一
本
の
木
で
八
十
～
百
く
ら
い
取
れ
る
。
一
番
多

い
木
で
百
六
十
も
取
れ
た
木
が
あ
っ
た
。
私
が
木
か
ら
落
ち
る

と
隊
長
が
チ
ョ
ロ
マ
だ
か
ら
無
理
は
し
な
い
よ
う
に
と
何
回
も

言
わ
れ
た
。
帰
る
と
パ
ン
、
ス
ー
プ
で
も
て
な
し
て
く
れ
た
。

隊
長
は
取
っ
た
物
を
バ
ザ
ー
ル
で
売
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。コ

ム
ソ
モ
リ
ス
ク
で
は
共
産
党
教
育
が
あ
り
、
平
塚
分
所
に

い
た
の
で
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ー
キ
党
史
や
レ
ー
ニ
ン
の
本
等
、
色
々

教
育
さ
れ
た
。

二
十
四
年
七
月
、
分
所
全
員
汽
車
で
七
日
目
に
ナ
ホ
ト
カ
に

着
い
た
。
七
月
下
旬
、
明
優
丸
に
て
日
本
に
帰
っ
て
来
た
。
大



船
ま
で
家
の
人
達
が
出
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
で
皆
と
別
行
動

に
て
結
城
駅
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
ら
、
部
落
の
人
達
が
出
迎
え

て
く
れ
た
。
八
月
八
日
、
四
年
九
ヵ
月
ぶ
り
に
自
宅
に
着
い

た
。今

も
元
気
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
先
祖
の
お
か
げ
と
毎
日
感

謝
の
気
持
ち
で
お
り
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
収
容
所
生
活
の
三
ヵ
年(

二)

　 

栃
木
県
　
加
藤
源
四
郎
　 

召

集
　
昭
和
十
九
年
　
一
二
九
六
八
部
隊
（
新
京
）

階

級
　
一
等
兵
（
終
戦
は
奉
天
）

収
容
所
　
サ
マ
ル
カ
ン
ド
（
中
央
ア
ジ
ア
）

帰

国
　
昭
和
二
十
三
年
九
月

帰
国
後
　
会
社
員
　
（
現
状
　
無
職
）

う
そ
つ
き
ソ
連
兵
と
数
え
方

終
戦
を
奉
天
（
瀋
陽
）
で
無
線
で
知
っ
た
。
ソ
連
兵
は
ヤ
ポ

ン
ダ
モ
イ
、
ヤ
ポ
ン
ダ
モ
イ
と
ど
な
り
な
が
ら
、
装
具
は
持
て

る
だ
け
持
て
、
ベ
ス
ト
ラ
ベ
ス
ト
ラ
と
、
約
千
人
く
ら
い
列
車

に
乗
り
込
ん
だ
。
列
車
は
走
り
だ
し
、
ど
の
辺
か
小
さ
な
坂
ら

し
い
所
で
止
ま
っ
た
。
全
員
下
車
し
て
列
車
を
押
す
。
徐
々
に

動
き
だ
し
、
ま
た
乗
っ
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の
体
験
だ
っ

た
。
列
車
は
北
へ
北
へ
と
…
…
。

准
尉
は
車
中
で
、
今
晩
あ
た
り
シ
ベ
リ
ア
本
線
に
入
る
だ
ろ

う
、
翌
朝
太
陽
が
前
方
に
見
え
た
ら
日
本
に
帰
る
の
だ
、
し
か

し
後
ろ
か
ら
明
る
く
な
っ
た
ら
捕
虜
だ
、
ま
あ
三
年
く
ら
い
は

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
ぞ
。
太
陽
は
後
ろ
か
ら
、
な
ん
だ
ソ

連
兵
の
う
そ
つ
き
、
俺
た
ち
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
。
誰
も
が

不
安
な
顔
つ
き
で
黙
っ
て
い
た
。

列
車
は
草
原
や
林
の
中
を
西
へ
西
へ
と
走
り
続
け
て
四
十
日

目
に
、
何
も
な
い
草
原
の
終
点
に
到
着
し
た
。
そ
れ
か
ら
千
人

の
行
列
、
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
湖
の
端
を
通
り
四
時
頃
収
容

所
ら
し
い
土
の
屋
根
舎
の
入
口
に
集
結
し
た
。
一
時
間
ぐ
ら
い

で
門
が
開
き
、
中
か
ら
囚
人
ら
し
い
粗
末
な
姿
を
し
た
女
二
十

人
ぐ
ら
い
が
二
人
の
歩
■
に
連
れ
ら
れ
て
ど
こ
か
へ
移
動
し
て

行
っ
た
。
収
容
所
の
裏
は
小
高
い
岩
山
、
前
は
ダ
ム
の
湖
。
は




